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現
在
、
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の

突
入
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
本
町
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
０
１
８
年
３
月
に
発
表
さ
れ
た
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
に
よ
る

と
、
26
年
後
の
２
０
４
５
年
に
は
、
本
町
の

総
人
口
は
現
在
の
約
半

数
と
な
る
９
０
７
７
人

に
ま
で
減
少
し
、
高
齢

化
率
は
53
％
と
な
り
、

お
よ
そ
２
人
に
１
人
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
と

な
る
と
見
込
ま
れ
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
町
民
生
活
に
大
き
く

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、

町
で
は
、
地
域
に
あ
る

課
題
や
今
後
の
悩
み
事

に
対
し
て
、
地
域
に
住

む
住
民
の
皆
さ
ん
が
話

し
合
い
、
そ
の
思
い
を

形
に
し
、
こ
れ
か
ら
の

「
地
域
で
の
暮
ら
し
」

を
維
持
し
、
住
み
続
け

て
い
く
た
め
の
取
り
組

み
で
あ
る
「
新
し
い
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
」
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

地域での暮らしを維持し、住み続けていくための取組地域での暮らしを維持し、住み続けていくための取組

新しい地域コミュニティづくり新しい地域コミュニティづくり
●問い合わせ先　役場企画課●問い合わせ先　役場企画課

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2045 年2040 年2035 年2030 年2025 年2020 年2015 年2010 年2005 年
0

10

20

30

40

50

60

本町の将来人口推計（国立社会保障・人口問題研究所（2018 年 3 月））



3 －広報 ふるさと香美 2019.2

　

地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は
、
行

政
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
た
め
、「
地
域
振
興
」
や
「
地
域

福
祉
」、「
地
域
防
災
」、「
ひ
と
づ
く
り
」
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
と
っ
て
必
要
な
こ

と
は
何
か
を
考
え
、
地
域
に
住
む
皆
さ
ん
と

行
政
が
協
働
し
、
地
域
で
の
暮
ら
し
を
維
持

し
、
住
み
続
け
て
い
く
た
め
の
事
業
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
村
岡
区
の
射
添
地
区
で
は
、
各
区

長
を
中
心
に
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

１
月
17
日
に
は
「
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
設
立
準
備
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
地

域
の
現
状
把
握
や
地
域
課
題
の
洗
い
出
し
、

地
域
内
に
あ
る
「
地
域
資
源
」
の
活
用
方
法

の
検
討
な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
力
を
あ
わ

せ
、
組
織
設
立
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

射
添
地
区
で
の
取
組
を
町
全
体
の
モ
デ
ル

と
し
、
そ
の
取
組
を
先
行
事
例
と
し
て
参
考

に
し
な
が
ら
、
他
の
地
域
で
の
取
組
へ
と
つ

な
げ
、
こ
れ
か
ら
の
「
地
域
で
の
暮
ら
し
」

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
「
新
し
い
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
を
町
内
全
域
で
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
取
組
の
必
要
性
や
内
容
を
町

民
の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

講
演
会
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
と
し
て
い
ま

す
の
で
、そ
の
際
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

射
添
地
区
に
お
け
る
取
組
や
活
動
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
本
誌
な
ど
を
通
じ
随
時
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
、
地
域

で
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
地
域
で
暮
ら

す
人
や
自
治
会
、
各
種
団
体
な
ど
が
協
力
・

連
携
し
、
地
域
の
こ
と
を
主
体
的
に
決
定
し

な
が
ら
、
よ
り
住
み
や
す
い
地
域
を
自
分
た

ち
の
手
で
作
り
上
げ
て
い
く
組
織
（
地
域
運

営
組
織
）
の
こ
と
で
す
。

　

全
国
的
に
こ
の
組
織
の
多
く
は
、
従
来
か

ら
の
住
民
の
繋
が
り
が
深
い
地
区
公
民
館
の

活
動
範
囲
や
小
学
校
区
を
活
動
エ
リ
ア
と
し

て
い
ま
す
。

　

本
町
に
は
１
２
０
の
行
政
区
が
あ
り
ま
す

が
、
２
０
１
５
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
高
齢

化
率
が
40
％
を
超
え
て
い
る
行
政
区
が
58
区

あ
り
、
世
帯
数
が
20
戸
以
下
の
行
政
区
も
35

区
あ
る
な
ど
、
行
政
区
の
高
齢
化
、
小
規
模

化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
、
行
政
区
の
高
齢
化
、
小
規
模

化
が
進
行
す
る
と
、
助
け
合
い
の
機
能
が
低

下
し
、
安
全
、
安
心
な
暮
ら
し
や
伝
統
行
事
、

共
同
作
業
な
ど
の
存
続
が
困
難
に
な
る
こ
と

が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
が
発
表
し
た
本
町
の
将
来
人
口
推
計
に
よ

る
人
口
減
少
予
測
と
高
齢
化
率
の
上
昇
率
を

見
る
と
、
今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
、
小
規

模
化
す
る
行
政
区
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
の
行
政
区
の
枠
組
み
を
超
え

た
小
学
校
区
な
ど
の
地
域
的
な
つ
な
が
り
の

強
い
地
域
を
単
位
と
し
た
「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
り
、
育
て
る
」
こ
と
を

念
頭
に
置
い
た
、
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
応
じ
た
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動

射
添
地
区
で
の
取
組

射
添
地
区
で
の
取
組

町
内
全
域
へ
の
取
組
の
拡
大

町
内
全
域
へ
の
取
組
の
拡
大

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づづ

▲新しい地域コミュニティの活動イメージ

▲射添地区の新しい地域コミュニティ設立準備委員会設置会議の様子

く
り
の
背
景
と
必
要
性

く
り
の
背
景
と
必
要
性
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国
保
加
入
者
や
後
期
高
齢
者
医
療
、

国
保
加
入
者
や
後
期
高
齢
者
医
療
、

所
得
税
の
申
告
は
不
要
で
も

所
得
税
の
申
告
は
不
要
で
も

確
定
申
告
書
な
ど
に
は
マ
イ
ナ

確
定
申
告
書
な
ど
に
は
マ
イ
ナ

医
療
費
控
除
の
明
細
書
の
提
出

医
療
費
控
除
の
明
細
書
の
提
出

早
め
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
！

▲イータ君
（国税電子申告・納税システムキャラクター）

申
告
期
間
は
２２
月
1818
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　

３３
月
1515
日
（
金
）
ま
で
で
す

　

次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
、
計
算
上
で
所
得

税
の
納
税
額
が
発
生
し
て
も
、
申
告
書
の
提

出
や
納
税
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
町
民
税
県
民
税
の
申
告
は
必
要

と
な
り
ま
す
。
申
告
を
し
な
い
場
合
、
生
命

保
険
料
な
ど
の
各
種
控
除
が
適
用
さ
れ
ず
、

町
民
税
県
民
税
が
従
来
よ
り
高
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

▼ 

年
末
調
整
を
行
っ
た
給
与
所
得
以
外
の
所
得

が
20
万
円
以
下
の
場
合

▼ 

公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
そ

の
ほ
か
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
場
合

　

申
告
に
は
「
所
得
税
」「
町
民
税
県
民
税
」

「
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
税
」
の
３
種
類

が
あ
り
ま
す
。
原
則
、
す
べ
て
の
人
が
申
告

を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
次
の
場
合

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

て
申
告
す
る
と
還
付
が
あ
る
場
合
や
、
ほ
か

に
収
入
が
あ
る
場
合
は
申
告
の
必
要
が
あ
り

ま
す
。

① 

１
つ
の
会
社
か
ら
の
給
与
所
得
だ
け
の
人

（
年
末
調
整
を
受
け
た
人
）
で
、
ほ
か
に
所

得
控
除
が
な
い
人

② 

今
年
１
月
１
日
現
在
で
65
歳
以
上
の
公
的
年

金
収
入
（
１
４
８
万
円
以
下
）
だ
け
の
人
で
、

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
な
い
人

申
告
書
の
種
別
（
提
出
先
）

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
確
定
申
告
書

　

… 

所
得
税
の
納
税
、
還
付
請
求
が
必
要
な

場
合
（
豊
岡
税
務
署
ま
た
は
役
場
税
務

課
、
各
地
域
局
）

町
民
税
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書

　

… 

①
、
②
以
外
で
所
得
税
の
申
告
が
必
要

な
い
場
合
（
役
場
税
務
課
、各
地
域
局
）

　

国
保
制
度
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

所
得
に
応
じ
て
保
険
税
（
料
）
を
減
額
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
未
申
告
の
場
合

は
減
額
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

国
保
加
入
者
の
中
に
未
申
告
の
人
が
い
る

場
合
は
、
軽
減
の
適
用
が
さ
れ
な
い
ほ
か
、

正
し
い
税
額
計
算
が
で
き
ま
せ
ん
。
平
成
30

年
中
に
収
入
が
な
い
人
で
も
「
町
民
税
県
民

税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
」
で
必
ず
申

告
し
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
本
人
確
認
書
類

と
な
り
ま
す
。
写
し
を
提
出
す
る
場
合
は
表

面
と
裏
面
の
写
し
が
必
要
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
人

　

① 

番
号
確
認
書
類(

通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
記
載
の
住
民
票
の
写
し
な
ど)

　

② 

身
元
確
認
書
類(

運
転
免
許
証
・
公
的

医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど)

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

写
し
を
添
付
す
る
場
合
は
、「
番
号
確
認

書
類
」
の
写
し
と
「
身
元
確
認
書
類
」
の

写
し
を
そ
れ
ぞ
れ
、
申
告
書
な
ど
と
一
緒

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
分
以
降
の
所
得
税
な
ど
の
確

定
申
告
書
に
は
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー(

個
人
番

号)
の
記
載
②
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た

は
そ
の
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

役
場
で
納
税
相
談
を
受
け
る
場
合
に
も
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
や
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
人
確
認
書
類
と
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
領
収
書

の
代
わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

医
療
を
受
け
た
人
、
病
院
・
薬
局
ご
と
に

医
療
費
を
合
計
し
て
記
載
し
ま
す
。

※ 

医
療
費
の
領
収
書
は
５
年
間
保
存
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

（
注 

）平
成
29
年
分
か
ら
平
成
31
年
分
ま
で
の

確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
の
領

収
書
の
添
付
に
よ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
税
務
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
税
務
署　

℡
０
７
９
６
・
22
・
２
１
０
１

早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
！

確
定
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

確
定
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

申
告
期
間
内
に
必
ず
申
告
を
！

申
告
期
間
内
に
必
ず
申
告
を
！

介
護
保
険
制
度
対
象
者
は
「
無
収

介
護
保
険
制
度
対
象
者
は
「
無
収

町
民
税
県
民
税
の
申
告
を
！

町
民
税
県
民
税
の
申
告
を
！

ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す

ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す

義
務
化
に
つ
い
て

義
務
化
に
つ
い
て

入
」
で
も
申
告
を
！

入
」
で
も
申
告
を
！
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

ご
自
宅
な
ど
で
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

ご
自
宅
な
ど
で
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

　

平
成
30
年
分
の
所
得
税
、
消

費
税
、
贈
与
税
の
申
告
・
納
期

限
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
確

定
申
告
書
の
作
成
や
提
出
、
各

種
税
金
の
納
付
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
に
は
便
利
で
安

全
・
確
実
な
振
替
納
税
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

な
お
、
豊
岡
税
務
署
の
申
告

相
談
は
午
後
４
時
ま
で
で
す
が
、

混
雑
状
況
に
よ
っ
て
は
時
間
が

か
か
り
、
早
め
に
締
め
切
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

①
相
談
会
場
に
出
向
く
必
要
な
し
！

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（http://w

w
w
.e-tax.nta.g

o.jp/

）
で
の
送
信

や
印
刷
し
て
郵
送
な
ど
に
よ
る
提
出
も
可
能
で
す
。

②
自
動
計
算
で
い
つ
で
も
作
成
可
能
！

　

計
算
誤
り
の
な
い
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
。

③ 

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
も
作
成
で
き
ま
す
！

※ 

こ
の
場
合
、
パ
ソ
コ
ン
で
利
用
可
能
な
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
送

信
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
申
告
書
を
印
刷
し
て
郵
送
な

ど
に
よ
り
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

 

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
プ
リ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
を
利
用
し

て
印
刷
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

豊
岡
税
務
署
個
人
課
税
第
１
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
０
７
９
６
・
22
・
２
１
４
４

申告・納期限 口座振替日

所得税及び
復興特別所得税

3月 15日（金） 4月 22日（月）

消費税及び地方
消費税

4月 1日（月） 4月 24日（水）

贈与税 3月 15日（金） －

●所得税などの申告・納期限一覧

申告・納税相談日程表申告・納税相談日程表
　次のとおり各区で相談所を開設しますので、お気軽にご利用ください。

　例年、申告期限が近づくと会場が大変混雑し、長時間お待ちいただく場

合があります。申告はできるだけ早めに済ませましょう。

地区 会場 受付時間（場所） 相談開始時間

香住区 役場本庁舎 1階第 1会議室 8:30 ～ 15:00（香美ホール） 9:00

村岡区 村岡地域局 3階 303 会議室
8:30 ～ 9:00（地域総務係）
9:00 ～ 15:00（会場入口）

9:00

小代区 小代区総合センター 2階青年研修室 8:30 ～ 15:00（会場入口） 9:00

◇町納税相談◇町納税相談 相談日はすべての地区で【 2 月 18 日（月）～ 3月 15 日（金） 】

※ 青色申告の人、譲渡所得（土地・建物・株式など）のある人、住宅借入金等特別控除（初年度）の適

用を受ける人は、直接、豊岡税務署で申告相談をしてください。

※ 医療費控除の明細書（人ごと、病院・薬局ごとに分けて集計）、事業所得・不動産所得の収支内訳書

は必ず事前に作成してお越しください。

※休日納税相談は行いません。

◇豊岡税務署の申告書作成会場の開設期間と受付時間◇豊岡税務署の申告書作成会場の開設期間と受付時間

　豊岡税務署の申告書作成会場は、2月 18日（月）から３月 15日（金）までです。

※  2 月 15 日（金）以前は開設していません。

※ 会場開設当初と申告期限間際は混雑することが予想されます。

※ 相談時間は 16:00 までですが、会場の混雑状況に応じて、早めに締め切ることがありますので、ご

注意ください。

所
得
税
な
ど
の
申
告
・
納
期
限
に
つ
い
て

所
得
税
な
ど
の
申
告
・
納
期
限
に
つ
い
て

コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
る
と
こ
ん
な
に
便
利
で
す
！

コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
る
と
こ
ん
な
に
便
利
で
す
！
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●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
総
務
課

名
誉
町
民

名
誉
町
民  

久
保
井

久
保
井
一一か

ず

ま

さ

か

ず

ま

さ匡匡
弁
護
士
か
ら

弁
護
士
か
ら

多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

●
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
・
香
住
区
中
央
公
民
館

４
月
以
降
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん

香
住
文
化
会
館
を
建
て
替
え
ま
す

香
住
文
化
会
館
を
建
て
替
え
ま
す

　

香
住
文
化
会
館
は
昭
和
45
年
12
月
に
竣
工

し
、
建
設
後
48
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
進
む

と
と
も
に
、
施
設
内
に
は
段
差
な
ど
不
具
合

な
箇
所
も
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
が
、
現
在
地
に
建
て
替
え
る
こ
と
と
し
、

平
成
31
年
度
か
ら
工
事
を
開
始
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
香
住
文
化
会
館
は
平
成
31
年

３
月
末
で
閉
館
し
、
４
月
以
降
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
代
替
え
と
し
て
、
香
住
区

中
央
公
民
館
、
香
住
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
香
住
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

本
町
名
誉
町
民
で
日
本
弁
護
士
連
合
会
元

会
長
の
久
保
井
一
匡
氏
（
小
代
区
出
身
、
大

阪
府
吹
田
市
在
住
）
か
ら
来
年
度
に
計
画
し

て
い
る
小
代
地
域
局
の
整
備
や
本
町
の
地
方

創
生
お
よ
び
町
づ
く
り
の
た
め
に
活
用
し
て

ほ
し
い
と
町
に
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
、

平
成
30
年
12
月
26
日
に
久
保
井
総
合
法
律
事

務
所
（
大
阪
市
北
区
）
で
、
浜
上
町
長
が
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

久
保
井
弁
護
士
は
、
本
町
の
顧
問
弁
護
士

と
し
て
、
町
政
に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
小
代
地
区
公
民

館
に
毎
年
図
書
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
久

保
井
文
庫
と
し
て
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

浜
上
町
長
は
「
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
町
づ
く
り
の
推
進

の
た
め
に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

久
保
井
弁
護
士
は
「
ふ
る
さ
と
香
美
町
の

た
め
に
少
し
で
も
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
は
約
２
年
間
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

施設名 会議室名 収容人数 休館日 問い合わせ先

香住区中央公民館

（香住区香住 114-1）

1階研修室 28人
月曜日

祝日

年末年始

香住区中央公民館
℡ 0796・36・3764
受付時間8:30～ 22:00

1 階視聴覚室 108 人

2階第 1研修室 12人

2階第 2研修室 12人

香住老人福祉センター

（香住区香住 1281-1）

1階和室 約 10人

土曜日

祝日

年末年始

香住老人福祉センター
℡ 0796・36・5008
受付時間8:30～ 17:15

1 階調理室 約 5人

2階洋会議室 約 20人

2階健康相談室 約 6人

2階集会室 約 100 人

香住地域福祉センター

（香住区森 31-1）

2階多目的室 約 70人 土・日曜日
祝日

年末年始

香美町社会福祉協議会
℡ 0796・39・2050
受付時間8:30～ 17:15

2 階研修室（和室） 約 15人

2階研修室（洋室） 約 20人

▲建て替え工事を行う香住文化会館

▼香住文化会館の代替えとして利用可能な施設

▲浜上町長から感謝状を受け取る久保井弁護士（写真右）

▲来年度に整備が計画されている小代地域局

▲ 小代地区公民館図書室に
　設置された久保井文庫
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

　

あ
な
た
は
、
以
前
に
比
べ
て
少
し
ず
つ
お

酒
を
飲
む
量
が
増
え
て
き
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

年
代
別
に
み
る
と
、
お
酒
が
飲
め
る
年
齢

に
な
っ
た
20
歳
代
と
、
定
年
を
迎
え
た
60
歳

代
は
酒
量
が
増
え
る
そ
う
で
す
。

　

自
分
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
て
も
、
多
量

の
飲
酒
が
続
く
と
知
ら
な
い
う
ち
に
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

不
眠
な
ど
の
軽
い
離
脱
症
状
（
禁
断
症
状
）

が
出
始
め
ま
す
が
、
自
覚
し
な
い
こ
と
が
多

い
で
す
。
飲
め
な
い
と
イ
ラ
イ
ラ
し
ま
す
。

お
酒
が
原
因
の
病
気
や
ケ
ガ
、
遅
刻
や
欠
勤

な
ど
が
お
き
始
め
、
家
族
や
、
職
場
で
も
、

注
意
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

依
存
症
中
期

【
お
酒
で
の
失
敗
が
多
く
な
る
時
期
】

　

手
の
震
え
や
、
不
安
感
な
ど
の
離
脱
症
状

を
治
す
た
め
に
、
迎
え
酒
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
飲
酒
が
原
因
の
問
題
が
繰
り
返
さ

れ
、
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
な
り
ま
す
。

飲
む
た
め
に
ウ
ソ
を
つ
い
た
り
、
仕
事
中
に

隠
れ
飲
み
を
し
た
り
し
ま
す
。

依
存
症
後
期

【
自
分
で
は
飲
酒
の
制
御
が
で
き
な
く
な
る
時
期
】

　

食
事
も
取
ら
ず
、
飲
ん
で
は
酔
い
つ
ぶ
れ

て
眠
り
、
目
覚
め
る
と
ま
た
飲
む
こ
と
を
繰

り
返
し
、
幻
覚
や
、
肝
臓
な
ど
の
疾
患
で
仕

事
や
日
常
生
活
が
困
難
に
な
り
、
家
族
や
仕

事
、
社
会
的
信
用
を
失
い
、
最
後
に
は
死
に

至
り
ま
す
。

　

お
酒
は
飲
む
の
で
は
な
く
、
味
わ
う
も
の

と
し
て
、
ま
た
体
調
と
相
談
し
な
が
ら
飲
む

の
が
健
康
的
な
飲
み
方
の
コ
ツ
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

① 

酒
量
を
減
ら
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
感
じ

た
こ
と
が
あ
る

② 

人
に
飲
酒
を
非
難
さ
れ
、
気
に
障
っ
た
こ

と
が
あ
る

③ 

自
分
の
飲
酒
が
、
よ
く
な
い
と
感
じ
た
こ

と
や
、
罪
悪
感
を
持
っ
た
こ
と
が
あ
る

④ 

神
経
を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
や
、
二
日
酔

い
を
治
す
た
め
に
迎
え
酒
を
し
た
こ
と
が

あ
る

　

①
〜
④
の
１
つ
で
も
該
当
す
れ
ば
「
危
険

な
飲
酒
」
で
節
酒
の
試
み
が
必
要
で
す
。

　

２
つ
以
上
該
当
す
れ
ば
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
、
家
族
、
関
係
者
が
早
く
気
づ
き
、

相
談
す
る
こ
と
が
、
依
存
症
の
進
行
を
防
ぐ

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
役
場
健
康
課
ま
た
は
福
祉
課

・
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所 

地
域
保
健
課

　

℡
０
７
９
６
・
26
・
３
６
７
２

・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
お
ず
き

　

℡
０
７
９
６
・
29
・
１
７
１
７

　

お
酒
が
き
れ
る
と
、
手
が
震
え
た
り
、
大

声
を
出
し
て
暴
れ
た
り
す
る
酒
乱
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
静
か
に
飲
ん
で
酔
い
つ

ぶ
れ
て
い
く
人
の
割
合
が
多
い
で
す
。

　

お
酒
が
や
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
意
志
が

弱
い
と
か
、
性
格
の
問
題
と
し
て
軽
視
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
自
分
で
は
制
御
で
き
ず
に
飲

み
続
け
る
こ
と
が
「
病
気
」
な
の
で
す
。

　

「
酒
好
き
」
と
言
わ
れ
る
人
の
多
く
が
依

存
症
の
境
界
線
の
近
く
に
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
の
で
、
次
の
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
ほ

し
い
で
す
。

習
慣
飲
酒

【
飲
む
機
会
を
増
や
し
て
い
く
時
期
】

　

機
会
あ
る
ご
と
に
飲
む
こ
と
で
、
お
酒
が

強
く
な
り
、
酒
量
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

晩
酌
（
夕
食
時
に
飲
酒
す
る
習
慣
）
は
そ

の
始
ま
り
と
い
え
ま
す
。

依
存
症
と
の
境
界
線

【
飲
み
た
い
気
持
ち
が
募
る
時
期
】

　

ほ
ぼ
毎
日
飲
み
、
お
酒
が
な
い
と
物
足
ら

な
く
感
じ
、
ほ
ろ
酔
い
程
度
で
は
満
足
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
翌
日
、
前
日
の
飲
ん
だ
後

の
こ
と
を
思
い
出
せ
な
く
な
る
こ
と
が
お
き

ま
す
。

依
存
症
初
期

【
飲
ま
な
い
と
身
体
の
不
調
が
で
て
く
る
時
期
】

　

お
酒
が
き
れ
て
く
る
と
、
寝
汗
、
微
熱
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
は

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
は

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は

進
行
す
る
病
気

進
行
す
る
病
気

あ
な
た
の
飲
み
方
、
大
丈
夫
？

あ
な
た
の
飲
み
方
、
大
丈
夫
？

相
談
窓
口

相
談
窓
口

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

健
康
的
な
飲
み
方　

そ
の
３

健
康
的
な
飲
み
方　

そ
の
３

　

〜
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を
防
ぐ
に
は
〜

　

〜
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を
防
ぐ
に
は
〜

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課
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●問い合わせ先　町教育委員会生涯学習課

香住Ｂ＆Ｇ海洋センター香住Ｂ＆Ｇ海洋センター
　本町では多くの町民の皆さんがそれぞれの体力や年齢に応じた豊かなスポーツライフを楽しみ、活気のある

まちづくりにつなげられるよう、「3つの町民運動」の一つである「体力づくり」を推進しています。

　中でも香住 B&G 海洋センターは町内のスポーツの拠点として、幼児から成人まで幅広い世代を対象にした

教室を開催し、町民がスポーツや健康づくりに親しむ機会を提供しています。

　今回はその事業の一部を紹介します。

元気体操教室

　町内の公立幼稚園や認定こども園などを対象とした体

操教室を実施しています。走ることやリズム体操をはじ

め、跳び箱やプールで遊びを行い、水に慣れさせること

で自然に泳ぐことができるように導いていくプールプロ

グラムなどにもチャレンジしています。

　最初は思うように出来なかった体の動かし方が、一生

懸命練習することで出来るようになり、そのときに得ら

れる喜びや感動が子どもたちの心身の成長につながって

います。

　また、幼児期にさまざまな運動を体験することは、運

動の習慣化にもつながるといわれており、今後も幼児期

の健やかな成長を促すための教室を展開していきます。

日本体育大学との連携事業

　本町は日本体育大学と「体育・スポーツ振興に関する

協定書」を締結しています。

　その事業の一環として本年度は、日本体育大学から講

師を招いて「幼児体操教室」と「陸上教室」を実施し、

延べ 203 人が参加しました。

　参加した子どもたちは体の使い方などを、保護者や教

育関係者は指導の方法などを熱心に学びました。

転びにくい体づくり教室

　日ごろの運動不足の解消と、転倒防止などを目的とし

て、11 月～ 3月の期間、香住文化会館と村岡リハビリ

センターで 65歳以上を対象に月 2回程度、教室を開催

しています。簡単な体操や筋力増強運動、ストレッチな

どを行っており、会場にはいつも参加者の楽しそうな笑

い声があふれています。

▲元気体操教室の様子

▲日本体育大学との連携事業「陸上教室」の様子

▲転びにくい体づくり教室の様子



9 －広報 ふるさと香美 2019.2
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
香
美
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
河
田
愛
で
す
。
日
本
で
最
も

美
し
い
村
香
美
町
小
代
の
事
務
局
を
拠
点
に

美
し
い
村
小
代
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
は
、
美
し
い
村
小
代
を
「
知
っ
て
も

ら
う
」
活
動
と
し
て
、 

５
万
人
の
写
真
展
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
知
っ
て
も

ら
う
」
に
加
え
、「
来
て
も
ら
う
」
仕
組
み

作
り
が
必
要
だ
と
考
え
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

に
着
目
し
ま
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
に
着
目
し
た
ポ

イ
ン
ト
は
、
大
き
く
分
け
て

３
点
あ
り
ま
す
。

① 

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
、
美

し
い
村
小
代
の
魅
力
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
や
拡
散
に

期
待
が
で
き
る

② 

冬

期

間

の

ス

キ

ー

レ

ジ
ャ
ー
以
外
で
も
滞
在
型

の
集
客
に
期
待
が
で
き
る

③ 

新
し
い
人
材
や
新
し
い
雇

用
に
つ
な
が
る
可
能
性
の

期
待
が
で
き
る

　

こ
の
３
点
を
具
体
的
に
取
り
組
む
た
め
に
、

私
自
身
が
ド
ロ
ー
ン
の
知
識
と
技
術
を
身
に

つ
け
る
必
要
が
あ
る
た
め
「
無
人
航
空
機
操

縦
技
能
者
」
と
「
安
全
運
航
管
理
者
」
の
資

格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

資
格
を
取
り
に
行
っ
た
時
に
知
り
合
っ
た

先
生
が
構
想
さ
れ
て
い
た
、
ド
ロ
ー
ン
グ
ラ

フ
ァ
と
地
域
を
つ
な
げ
る
「
そ
ら
チ
ケ
」
と

い
う
空
撮
ス
ポ
ッ
ト
紹
介
ア
プ
リ
に
参
画
を

始
め
ま
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
に
対
す
る
規
制
が
厳
し
く
な
っ

て
い
く
中
、
多
く
の
優
良
な
ド
ロ
ー
ン
パ
イ

ロ
ッ
ト
が
空
撮
可
能
な
場
所
を
求
め
て
い
る

状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

逆
に
、私
の
住
ん
で
い
る
小
代
区
で
は「
ど

う
す
れ
ば
、
繁
忙
期
以
外
に
集
客
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
」
と
、
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

「
そ
ら
チ
ケ
」
は
、
こ
う
い
っ
た
ド
ロ
ー

ン
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
地
方
を
結
ぶ
架
け
橋
が
で

き
ま
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
地
域
お
こ
し
の
入
り

口
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
「
知
っ
て
も
ら
う
」「
来

て
も
ら
う
」
に
大
き
く
つ
な
が
る
第
一
歩
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

▲ドローンで美しい村小代を撮影する河田隊員

香美町香美町
　地域おこし協力隊　地域おこし協力隊
　　　　　　　日記　　　　　　　日記

第23話第 23話

　皆さん、こんにちは。香美町役場神戸営業所の

北村です。

　連載第 15 回目は、神戸営業所開設以来、初め

て東京のキー局で制作されるテレビ番組の獲得に

ついてお知らせします。

　今年度から関西地域だけではなく、関東方面へも
本町の認知度向上を目指し、東京のキー放送局およ
び番組制作会社への営業活動を行っています。
　夏からさまざまな会社を訪問し本町の PRを行っ
てきましたが、最初に感じた難しさは、「アポイン
トが取れない」ということでした。これまで関西地
域で行ってきた営業活動では、「カニや但馬牛の香
美町」という名前が一応浸透しており、「香美町役場」
という名前を出せば、とりあえず会って話を聞いて
もらえ、その後はトーク力や人間関係の構築で勝負
するというやり方で営業してきました。
　東京では「香美町」を知らない人がほとんどで、「兵
庫県北部」と聞いただけで「取材には行けそうもな
いので会えない」と言われることが多く、訪問する
チャンスを作ることにも苦戦しました。
　やっとアポイントが取れても、「同じような魅力
を持つまちは他にもある」「取材先が遠い。必ず宿
泊しないと撮影出来ないのでタレントを連れていけ
ない（費用が多くかかる）」など多くの課題を提示

され、関西の放送局にはない高い壁を感じました。
　そんな中でも話を聞いてくれた会社を訪問し、ま
たその担当者からご紹介いただいた人を訪問するう
ち、テレビ朝日が制作する「食彩の王国」という番
組が取材に入ることになりました。この番組は地域
の食材や人を女優の薬師丸ひろ子さんの語りでじっ
くりと掘り下げる内容で、18 年以上続いている人
気番組です。
　11月 28 日から 12月 4日の間、たくさんの時間
をかけて取材を行っていただき、「香美町のカニ」
ということで、本町が誇る松葉ガニと香住ガニの 2
つを取り上げていただく方向で撮影を行いました。
しかし、編集段階で、地域の独自色がより出ている
香住ガニだけに焦点を当てた番組内容に変更となり
ました。仕方がないのですが、松葉ガニで取材協力
いただいた皆さんに申し訳ない気持ちでいっぱいで
す。
　本町で取材の行われた「食彩の王国」は、1月 5
日に関東および東北地域で放送されました。残念な
がら全国放送とはなりませんでしたが、今回の放
送を少なから
ず関東のテレ
ビ関係者は観
ているはずな
ので、これを
きっかけに東
京営業に新し
い局面を見い
出せればと考
えています。

こちら香美町役場
神戸営業所です

▲「食彩の王国」の取材の様子
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あ
な
た
の
生
き
方
を
変
え
る
！
？

〜
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
予
告
〜

●問い合
わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

　

「
病
気
に
な
っ
た
ら
困
る
」「
今
ま
で

当
た
り
前
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
ら
困
る
」「
し
た
い
こ
と

が
で
き
な
い
の
は
困
る
」
じ
ゃ
あ
、
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
て
い
く
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
？
と
改
め
て

考
え
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
あ
り
ま
せ

ん
よ
ね
。

　

で
も
、
困
っ
た
こ
と
が
起
き
て
か
ら

「
何
と
か
し
な
け
れ
ば
…
」
で
は
遅
い

ん
で
す
！

　

元
気
な
う
ち
か
ら
真
剣
に
「
こ
れ
か

ら
の
暮
ら
し
の
こ
と
、
医
療
の
こ
と
、

介
護
の
こ
と
」
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？「

Ａ
Ｃ
Ｐ
」
っ
て
何
？
ご
存
知
で
す
か
？

　

Ａ
Ｃ
Ｐ
と
は
「
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア

・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
の
略
で
、
厚
生
労

働
省
が
「
人
生
会
議
」
と
愛
称
を
決
定

し
ま
し
た
。
Ａ
Ｃ
Ｐ
は
、
自
分
に
医
療

や
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
備
え
、

元
気
な
う
ち
か
ら
「
○
○
な
風
に
生
き

た
い
、
暮
ら
し
た
い
」「
医
療
や
介
護

は
こ
う
し
て
欲
し
い
」
と
、
自
分
が
望

む
暮
ら
し
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
、
そ

れ
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
身
近
な
家
族

ら
と
相
談
し
、
共
有
し
合
う
こ
と
で
す
。

美
方
郡
で
の
取
組
み

　

美
方
郡
で
医
療
や
介
護
、
健
康
づ
く

り
や
福
祉
に
関
わ
る
関
係
者
は
、「
住

民
が
、
自
分
の
望
む
暮
ら
し
や
、
最
期

を
迎
え
る
場
の
選
択
が
で
き
る
。
そ
れ

を
実
現
さ
せ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
つ
く

る
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

美
方
郡
在
宅
医
療
介
護
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
き

３
月
24
日
（
日
）
13
時
〜

と
こ
ろ

夢
ホ
ー
ル
（
新
温
泉
町
湯
９
９
０-

８
）

内
容

①
基
調
講
演

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
…
介
護
家
族
の
報
告
な
ど

参
加
費

無
料

※ 

詳
し
く
は
、
本
誌
折
り
込
み
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

「
森
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
美
方
」
は
「
軽

ト
ラ
と
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
晩
酌
を
」
を
合
言

葉
に
平
成
28
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。「
自
分
た
ち
の
森
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
思
い
の
も
と
、
郡
内
で
立
ち

上
が
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
山
に
は

た
く
さ
ん
の
資
源
が
あ
り
ま
す
が
、
放
置

さ
れ
て
い
る
山
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。

木
を
出
荷
し
、
地
元
の
商
店
で
利
用
で
き

る
地
域
通
貨
と
交
換
す
る
こ
と
で
、
町
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

【
み
ん
な
に
い
い
こ
と
！
】

①
森
が
す
っ
き
り
き
れ
い
に
な
る
！

　

山
を
整
備
し
木
を
切
り
出
し
山
を
よ
み

が
え
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

② 

木
を
出
荷
す
る
こ
と
で
地
域
通
貨
に
換

金
で
き
る
！

未
来
に
つ
な
ぐ
私
た
ち
の
森

未
来
に
つ
な
ぐ
私
た
ち
の
森

「
森
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
美
方
（
木

「
森
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
美
方
（
木

の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
の
取
組

の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
の
取
組

　

出
荷
登
録
を
行
い
、
安
全
講
習
を
受
け

る
と
出
荷
者
に
な
れ
ま
す
。
軽
ト
ラ
１
台

分
で
地
域
通
貨
（
グ
リ
ー
ン
チ
ケ
ッ
ト
）

２
５
０
０
円
分
に
換
金
で
き
ま
す
。

③ 

地
元
商
店
で
使
え
る
通
貨
で
地
域
商
店

に
活
気
を
！

　

グ
リ
ー
ン
チ
ケ
ッ
ト
を
使
っ
て
地
域
で

お
買
い
物
が
で
き
ま
す
。

問い合わせ先　役場農林水産課

事
務
局 

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

田
尻
茜
さ
ん

か
ら
一
言

「『
森
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
美
方
』
は
今
年
で
４

年
目
。
広
大
な
森
を
抱
え
る
美
方
郡
で
は
、

こ
の
先
も
ず
っ
と
、
息
の
長
い
取
組
で
あ
り

続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
人
に
ご

協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
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【事例】

　スマホのショートメールに宅配業者

から「荷物を届けたが不在だったので

持ち帰った。配送物は下記により確認

して」と書かれた通知が届き、インター

ネットのURLが貼られている。

　帰宅して郵便ポストを見たが、宅配

業者からの不在票は入ってなかった。

　何かの商品を購入した覚えはなく、

また、宅配業者に私の電話番号を登録

したこともない。とても不安だ。

【ひとことアドバイス】

◆ 大手宅配業者を名乗り、不在通知を装ってショート
メールを送りつけ、偽サイトに誘導させるといった事
案が多く発生しています。
◆ 貼り付けられた URL にアクセスして添付ファイルを
開けると、コンピューターウイルスに感染する恐れが
あります。絶対に開かないようにしましょう。
◆ また、アクセス先で不正なアプリをダウンロードする
よう誘導するものもあります。
　 安易にダウンロードすると、携帯電話が予期せぬ動作
をしたり、身に覚えのない料金を請求されたりします。
◆ 不正なアプリをダウンロードしてしまった場合は、す
ぐにアプリをアンインストールしましょう。そのうえ
で携帯電話を「機内モード」にして通信を遮断し、シ
ステムの復元か初期化を行いましょう。

【操作に不安なときの問い合わせ先】
情報セキュリティ安心相談窓口
℡ 03・5978・7509

ス】

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

　賢い消費者になりましょう！

活活費費 相相談談

ショートメールで不在通知？
～宅配業者を装った不審なメール～～宅配業者を装った不審なメール～

　スプレー缶やカセットボンベ、ライターなどの可

燃性のガスを含むものが原因で、ごみの収集時に爆

発する事故が増えています。

　スプレー缶やカセットボンベ、使い捨てライター

をごみに出す場合は、次のとおり安全な出し方にご

協力をお願いします。

スプレー缶・カセットボンベの出し方

① 中身を完全に使い切った後、缶を手で振って中の

音を聞いてください。中身が残っている場合は音

がします。

② 中身を完全に使い切ったことを確認した後、風通

しの良い火の気のない屋外で、専用の器具などを

使い、穴を開けてください。

※ 室内で穴を開ける

作業を行うと、爆

発の危険性があり、

非常に危険です。

③ きれいな缶は「資

源ごみ袋」に入れ

て、カン ･ビンの

日に、汚れている

缶は「燃やさない

ごみ袋」に入れて、燃やさないごみの日に出して

ください。

ライターの出し方

①中身を完全に使い切ってくだ

さい。

※ 中身が残っている場合は、ビ

ニールテープや輪ゴムなどを

利用して、必ず屋外でガス抜

きを行ってください。

② 中身が残っていないことを確

認したうえで、「燃やさない

ごみ袋」に入れて、燃やさな

いごみの日に出してください。

●
問

い
合
わせ先　役場

町
民

課

環
境
衛

生
からのお知
ら
せｅｃｏ

スプレー缶・カセットボンベ・ライターの出し方スプレー缶・カセットボンベ・ライターの出し方

▲ 輪ゴムなどを利用してガ
ス抜きをしてください。

▲ 風通しの良い火の気のない屋外で穴を開けてく
ださい。
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■
編
集
後
記
■

　

１
月
13
日
に
平
成
31
年

香
美
町
成
人
式
が
行
わ
れ
、

新
た
に
２
３
３
人
の
新
成

人
が
誕
生
し
ま
し
た
。
新

成
人
の
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
国
語

の
勉
強
を
す
る
余
部
小
学

校
御
崎
分
校
の
児
童
で
す
。

　

こ
の
日
、
児
童
た
ち
は
、

姿
勢
や
鉛
筆
の
持
ち
方
、

最
後
ま
で
丁
寧
に
書
く
こ

と
な
ど
に
気
を
つ
け
な
が

ら
、
一
番
心
に
残
る
と
こ

ろ
を
探
し
て
視
写
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

余
部
小
学
校
御
崎
分
校

の
あ
る
御
崎
集
落
は
、
平

家
伝
承
の
地
と
し
て
知
ら

れ
、
平
家
に
ま
つ
わ
る
行

事
の
一
つ「
百
手
の
儀
式
」

が
毎
年
１
月
28
日
に
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
海
面
か

ら
光
源
ま
で
の
高
さ
が
２

８
４
ｍ
と
日
本
一
高
い
場

所
に
あ
り
、
恋
す
る
灯
台

と
し
て
認
定
さ
れ
た
「
余

部
埼
灯
台
」
が
あ
る
な
ど
、

と
て
も
魅
力
的
な
集
落
の

１
つ
で
す
。　
　
　

（
木
）

真
砂
俳
句
会

新
年
句
会
か
ら

け
が
れ
な
き
手
の
ひ
ら
に
ボ
ー
ロ
初
え
く
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
西 

政
枝

金
盃
の
屠
蘇
に
打
ち
と
け
嫁
姑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川 

サ
ヨ
子

初
御
空
紅
さ
し
は
じ
む
沖
明
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
西 

澤
子

青
竹
の
一
献
ほ
し
て
除
夜
の
鐘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

静
子

何
よ
り
も
め
で
た
き
嬰
の
初
笑
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
居 

君
香

ど
ん
ど
火
を
は
み
出
す
榊
く
す
ぶ
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋 
二
三
子

除
夜
の
鐘
定
ま
り
し
座
に
北
斗
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
岡 

喜
代
司

飛
び
石
の
一
歩
一
歩
や
大
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
脇 

政
江

万
物
の
歳
と
る
音
や
除
夜
の
鐘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長 

扶
微
子

初
明
か
り
白
髪
美
し
き
両
陛
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川 

喜
美

賀
状
か
く
こ
と
の
幸
せ
夫
と
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田 

恵
津
子

割
烹
着
折
り
目
正
し
く
初
厨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬 

美
智
子

左
義
長
の
煙
の
彼
方
七
色
の
弧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田 

淳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

◆
定
例
会　

（
香
住
文
化
会
館
）

　

毎
月
第
一
火
曜
日　

午
後
１
〜
４
時

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
彰
受
賞
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

毛
戸
良
久
（
小
代
区
神
水
）

　

香
美
町
功
労
者
表
彰

　

自
治
功
労
者

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
観
光
商
工
課

Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
応
援
し
ま
す
！

香
美
町
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た

香
美
町
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た

●
掲
載
企
業
数　

37
社

●
規　

格　

Ａ
４
縦
版
カ
ラ
ー
、
43
ペ
ー
ジ

　

町
で
は
、
町
内
の
企
業
や
事
業
を
広
く
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
新
規
学
卒
者
や
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
の
町
内
企
業
へ
の
就
職

促
進
を
目
的
に
「
香
美
町
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ご
希
望
の
人
に
は
冊
子
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲香美町企業ガイドブックのホームページ
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行政区 氏名 性別 保護者 出生日

行政区 氏名 性別 死亡日

（平成 31 年 1 月 18 日現在、順不同）※ このコーナーは、30.12.21 ～ 31.1.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

※ このコーナーは、30.12.21 ～ 31.1.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

まちのうごき
（平成 31 年 1 月 1 日現在）

人　口 17,841 人　（－ 35）

男 8,506 人　（－ 14）

女 9,335 人　（－ 21）

世帯数 6,592 世帯（－ 14）

（　）内は前月比
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12 月 25 日、香住区下浜

1月 3日、今子浦海水浴場 12月 14 日～ 16日、小代区内

下浜区公会堂完成記念式典

2018 年度雪国ホームステイ空手寒中稽古

　空手の技術向上や心身鍛錬に向けて気持ちを新た

にしようと井上派糸東流慶心会香住支部の道場生が

新春恒例の寒中稽古を行いました。

　道場生たちは、寒風の中、ランニングや形練習、

突きや蹴りなどの基本練習で体を温めた後、海の中

で百本突きを行い、目標達成を誓いました。

　道場生の上垣唯
ゆ い か

香さんは「3月の全国大会では練

習通り悔いのない試合にしたい。中学 3年生にな

るので勉強も頑張ります」と語ってくれました。

　平成 30年 1月から建設を進めてきた香住区下浜

の集会所整備工事が完了し、「下浜区公会堂完成記

念式典」が開催されました。

　新たに整備された下浜区公会堂は、杉板を全体に

まとわせ、木の温もりが感じられるほか、片流れ屋

根によりダイナミックな建物となっています。

　駒居欣
ち か お

雄区長は「地域の高齢者が気軽に集える場

として活用したい。地域のシンボルとして、おもて

なしの場として役割を果たしたい」と語ってくれま

した。

　日本の文化を体験し、国際交流を深めようとオー

ストラリアから短期留学生として来日している 9

人が「雪国ホームステイ」を行いました。

　留学生たちは 3泊 4日の期間中、ホストファミ

リーだけでなく、地元の小中学生との交流やろうけ

つ染め作りなどを体験しました。

　送別会でメイゼィ・ヴオンさんは「本当に楽しかっ

たです。たくさんの思い出を作ることができました

ので、家族に教えたいです」と語ってくれました。

▲見本を見ながら力強く書き初めをする参加者

▲寒風の中、海の中で百本突きを行う道場生の皆さん

▲下浜区公会堂の完成を記念してテープカットを行う関係者の皆さん

▲ホストファミリーにお礼のあいさつをする留学生

1 月 5日、村岡体育館

平成 31 年新春ジャンボ書初大会

　書き初めを通じて、書を楽しむ、書を始めるきっ

かけを作ろうと村岡区中央公民館が「平成 31年新

春ジャンボ書初大会」を開催しました。

　今年で 28回目となる今年のテーマは「新年の 豊

作願いて 亥の子祝」。参加者は学年ごとに出された

課題の漢字に挑戦しました。

　村岡小学校 6年生の中村駿
しゅ ん た

汰さんは「バランス

が難しかったですが、勢いよくダイナミックに書く

ことを心掛けました」と語ってくれました。
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

1 月 8日、村岡区入江

▲災いが入って来ないよう集落の出入り口に御幣を立てる保存会の皆さん

▲顔に墨を塗って山の神を参る地域の皆さん

▲松葉ガニや香住ガニの調理方法を学ぶふるさとづくり青年隊

▲真剣なまなざしで札を取る参加者

1 月 12 日～ 13日、香住区内

1月 12日、村岡体育館 1月 6日、香住区隼人

入江きつね狩り

山の神

ふるさとづくり青年隊

平成 30 年度 香美町小学生カルタ大会

　年の始めに集落の厄払いをしようと町の無形民俗

文化財に指定されている「入江きつね狩り（入江き

つねぎゃあろ）」が行われました。

　保存会の 6人が午後 9時 30 分ごろから鐘と拍子

木を鳴らしながら集落を回り、災いが入ってこない

よう集落の出入り口の 9カ所に御幣を立てました。

　松村守さんは「昔、この行事をしなかった年に火

事があったと伝え聞いている。絶やさず地域の伝統

行事を守っていきたいです」と語ってくれました。

　ふるさとや地域貢献への関心を高め、地域づくり

の核となる青年を育成しようと（公財）兵庫県青少

年本部が「ふるさとづくり青年隊」を開催しました。

　ふるさとづくり青年隊とは、地元青年と他地域青

年で構成され、香美町とと活隊が関西福祉大学の学

生などと魚の料理教室などで交流しました。

　同大学社会福祉学部 3年生の丸山良
よ し き

暉さんは「と

と活隊の皆さんが家族のように受け入れてくれて居

心地がとてもいい。魚食文化の普及に協力したいで

す」と語ってくれました。

　かるたを通じて、町内の小学生の親睦を深め健全

育成を図ろうと町子ども会育成連絡協議会が「平成

30年度香美町小学生カルタ大会」を開催しました。

　町内の小学生 37 人が参加し、小学 3年生以下、

4年生、5年生、6年生の 4ブロックに分かれ、源

平合戦によるトーナメント方式で競技を行いました。

　6年生の部で優勝した長谷川侑
ゆ う き

輝さんは「家では

妹と練習をしています。小学生最後の大会で優勝で

きてとてもうれしいです」と語ってくれました。

　地域を守る神に食べ物などを供えて無病息災や地

区の繁栄を祈ろうと伝統行事「山の神」が行われま

した。

　奥佐津小学校 5年生の田門昂
こう だ い

大さんと同 3年生

の田門宇
う み

壬さんと地区の役員など 11 人が参加し、

「山の神に参りましょう」と声を掛けながら山の神

を参りました。

　米田和弘区長は「子どもの数が減ってきたが、今

後も地域の伝統行事を守っていきたいです」と語っ

てくれました。



この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

行政放送が聞き取れ

なかった場合はお電

話ください。

専用電話番号

0120・63・1210

（通話料無料）

総　務　課　36・1111

財　政　課　36・1942

企　画　課　36・1962

防災安全課　36・1190

税　務　課　36・1113

会　計　課　36・4321

町　民　課　36・1110

 消費生活センター　36・1941

健　康　課　36・1114

福　祉　課　36・1964

 いきいき相談センター　36・4004

農林水産課　36・0846

観光商工課　36・3355

建　設　課　36・1961

上下水道課　36・0420

議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321( 代表 )

小代地域局　97・3111( 代表 )

教育委員会　94・0101

香住区中央公民館（香住区生涯学習センター）

　　　　　　36・3764

村岡区中央公民館　98・1366

小代地区公民館（小代区地域連携センター）

　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター

　　　　　　　36・5008

村岡老人福祉センター

　　　　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター

　　　　　　　97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

ホームページ

な
の
に
対
し
、
ド
ギ
は
そ

の
必
要
が
な
く
、
内
臓
を

取
り
出
し
、
尾
っ
ぽ
の
先

を
１
㎝
ほ
ど
斜
め
に
切
り

（
水
切
り
の
た
め
）、
洗
浄

し
た
後
、
頭
部
を
串
に
刺

し
て
干
す
だ
け
で
す
。
の

れ
ん
の
よ
う
に
ド
ギ
を
干

す
風
景
は
ひ
と
昔
前
の
香

住
の
冬
の
風
物
詩
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
魚
の
目
は

真
ん
丸
で
す
が
、
ド
ギ
は
切
れ
長
の
目
に
大

き
な
黒
い
瞳
、
ま
た
口
も
か
わ
い
く
愛
嬌
が

あ
り
、
見
て
い
る
と
話
し
か
け
て
こ
ら
れ
そ

う
で
思
わ
ず
「
ド
ギ
ッ
！
」。

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
167

号
）
平
成
31
年
2
月
14
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

▲体全体を覆うゼラチン質と切れ長の目が特徴のドギ

▲香住の冬の風物詩であった、のれんのように干すドギ

　

今
回
は
「
ド
ギ
」
で
す
。
私
情
が
混
ざ

る
こ
と
を
前
も
っ
て
お
許
し
く
だ
さ
い
。

　

深
海
魚
の
仲
間
で
あ
る
こ
の
魚
は
水
揚

げ
さ
れ
る
港
に
よ
っ
て
呼
び
名
が
違
い
ま

す
。
竹
野
で
は
「
グ
ベ
」、
浜
坂
で
は
基
本

的
に
ド
ギ
で
す
が
「
ト
ウ
ロ
」
と
も
呼
ば
れ
、

丹
後
で
は
「
グ
ビ
」
と
も
。
し
か
し
各
地

で
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
好
き
、
嫌
い
が

は
っ
き
り
分
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ

れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
体
全
体
を
覆
っ
て

い
る
プ
ル
ッ
と
し
た
ゼ
ラ
チ
ン
質
の
部
分

で
す
。
で
も
私
は
こ
の
あ
っ
さ
り
と
し
た
白

身
と
プ
ル
プ
ル
の
ゼ
ラ
チ
ン
質
は
煮
付
け

や
お
吸
い
物
の
具
に
マ
ッ

チ
し
大
好
き
で
す
。
天
ぷ

ら
も
調
理
が
大
変
で
す
が

非
常
に
美
味
で
す
。
そ

し
て
ド
ギ
を
食
す
う
え

で
欠
か
せ
な
い
の
は
干

物
で
す
。
他
の
魚
は
干

す
前
に
う
ろ
こ
剥
ぎ
や
塩
分
調
整
が
必
要

おさかな通信
香美町

　皆さん、こんにちは。但馬漁業協同組合柴山支所に勤
務している「香美町とと活隊」古参の和田耕治です。間
もなく 3回目の成人式を迎えようとしています。
　香美町の宝である新成人の皆さん、このたびはおめで
とうございます。時間を大切に立派な大人になってくだ
さい。
　いつも若い隊員たちに囲まれながらの魚食普及活動は
とても楽しいです。新隊員も募集中です！

魚
とと

の拾壱…ドギ


